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を論じることを、 「現代規範理論」では心懸けているのです。 また 「政治哲学古典講読」では、できるだけ政治
を個人の実存の問題とは関わりのない即物的な対象として論じたテキストを選び、客観的に考察するように努力しています。学部時代にこうした問題に自分なりの解答を得たはずの修
士課


















る、と私は言いました。しかし、公共政策大学院は、目の前のトラブルをとりあ ず小器用に処理する単なる能吏を生産する場ではありません。それは、実務家として最低限必要な能力ではありますが、それに加えて本大学院の学生諸君に 、 現代の公的領域を一歩退いて相対化し、その歴史的位置
を測定して、今後に蒙るであろ














































旨としてきました。けれども、昔から例外が一人だけいました。イギリス功利主義の創始者ベンサムです。講義でベンサムをとりあげるときは、 嫌悪感剥き出 に罵倒するのが常なのです。正邪善悪の道徳的判断を自分にとって得か損かという功利的判断に還元する快楽主義的道徳、精神的快苦を物質的快苦そして最終的には金銭に置き換えていく発想など、ベンサムの思想には吐き気を催させるものがありま でも、きれいごとを言うのはやめましょう。冷静に自分自身を
ふりかえってみると、なるほど、大半は





















れは、快苦に質的差異を認めてはいない点にあります。要する 、卑しい物質的快苦と高尚な精神的快苦の区別を認めては ないことにあります。ベンサム以降の最大の功利主義者ジョン・ステュアート・ミルは、この点でベンサムを修正しようとし した（ 『功利主義』
一八六一
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